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原著

Ⅰ．はじめに
日本においては，生活の中に取り入れられた

物をいかにして収納し，生活環境を整えるかと
いう考え方が従来の片づけであった。しかし，
高度経済成長以降，大量生産・大量消費により
生活の中に多くの物が溢れるようになり，物を
納めることに限界が訪れたとき，いかにして物
を減らすかという考え方の片づけが注目される
ようになる。このようにして，片づけが示すこ
とは時代の流れとともに変化してきたのであ
る。

片づけとは一般的に，身の回りを整え不要な
物を処分することを言う。松田（2006）は，片
づけという行為の中には，要る物と要らない物
を判断し，要らない物を捨てる作業や，物の特
徴に合わせて分類や組み合わせをして納まるべ
きところへしまう作業が含まれており，その本
質は「元の状態」＝「きちんとした状態」に戻
すことであると述べている。齋藤（2015）は，
自身が所有するあるいは共有する生活空間にお

かれた自身が所有する物品のうち，ある時点で
不要になった物品，あるいはすでに不要ではあ
ったが，未処分のままであった物品を自分で分
類・処分することを片づけとして定義してい
る。また，滑田・田村・望月（2017）は，片づ
けを「対象となる物を適切な場所に持ってい
き，収納する行動」と定義している。これらの
記述から，片づけとは単一の行動を指すのでは
なく，不要な物の処分や，必要な物を分類する
ことなど複数の作業を通じて，生活空間を整っ
た状態にすることと考えられる。これは，“どの
ように”片づけるのかという視点からの捉え方
である。片づけを捉える際には，この他にも
様々な視点がある。伊藤・矢入（2017）は，片
づけについて次のように述べている。「片づけ
の対象となる物体が複数あり，片づけ対象が配
置される有限の空間が存在し，片づけをしたい

（または，しなくてはならない）人間がいるとい
うことが部屋の片づけおいて共通することであ
ることから，物体，空間，人間が関係している
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場面が部屋の片づけである。」このように，片づ
けは複数の要素が含まれる複雑な作業であり，
“何を”“どこで”“誰が”“どのように”片づけるの
か，その対象を明確にする必要がある。そして，
複雑な作業である片づけを遂行するためには，
さまざまな能力が求められる。Smarr, Long, 
Prakash, Mitzner & Rogers（2014）は，片づ
けには，物の移動などの身体的能力や，片づけ
る物や空間を把握する知覚的能力に加え，決断
や注意，記憶といった認知的な能力も必要であ
ると述べている。

本稿では，片づけを整理，整頓，収納，処分
を含む行動として捉えることとし，「不要な物
を処分し，必要な物を分類，収納して，整った
状態を保つ行動」と定義する。

整理されていない家では，時間と金銭の損失，
ストレスの増加，課題遂行の効率と集中の減少，
対人関係の負担など多くのネガティブな結果を
招く可能性があると指摘されている（Smarr et 
al.，2014）。Mateo, Roberto, Jaca, & Blazsek, 
S.（2013）は，職場環境と個人の勤勉性が仕事
の正確さに与える影響を検討し，勤勉性の高い
人々は散らかった環境では片づいた環境よりも
多くのミスを犯すことを明らかにしている。身
の回りを整える片づけは，快適な生活を送るた
めに重要であるといえる。さらに，Gosling, Ko, 
Mannarelli, & Morris, (2002) は，人は多くの時間
を過ごす生活環境や仕事環境を自分自身の好み
に合うように整えることにより自分らしさを強
く意識できると述べている。つまり，片づけは
自己表現の手段である可能性が考えられる。

現代では，片づけに関するマニュアル本が数
多く出版され，メディアで片づけが頻繁に取り
上げられている。その背景には，「片づけられな
い問題」を抱える人々の存在があり，その人々
への支援の必要性とともに，支援する人々にと
っても片づけに関する知見の必要性があると考
えられる。そこには文化的な背景も影響するで
あろう。そこで，本稿では日本における片づけ
について先行研究を概観し，片づけにおける研
究の課題について考察する。上述してきたよう
に，片づけは，知覚的・認知的能力が求められ
ことや，パーソナリティとの関連が指摘されて
いることから心理学的要因が多く含まれるとい

える。しかし，片づけに関する心理学の分野に
おける研究は少ない。日本における片づけに関
する研究は，保育・家政学の分野における片づ
け，発達障害・精神疾患と片づけの関連，情報
処理における片づけ支援の観点に大別すること
ができる。各観点での先行研究について概観し
た上で総合的な考察を行い，片づけに関する心
理学的研究に関する展望を述べることとする。

Ⅱ．保育・家政学の分野における片づけ
１．幼児期の片づけ

片づけを身につける時期として，幼児期は重
要である。そして，片づけに関する研究の多く
は保育園・幼稚園における集団場面での片づけ
が扱われている。大伴（1990）は，幼稚園にお
ける片づけ活動を観察して得た事例や，保育者
が主催した研究会で得られた片づけに関する問
題提起をピアジェ理論の観点から整理し，片づ
け活動の本質と構造を描き出し，子どもの立場
に立った片づけ活動の目標と指導の原則を導き
出した。また，松田（2006）は，保育のなかの

「片づけ」の意味や構造を明らかにするととも
に，「片づけ」をめぐる問題，そして，「片づけ」
を通しての保育の見直しと保育者の役割につい
て論考している。これらの研究は，片づけの枠
組みを示しており，その後の保育における片づ
けに関する研究の指針となっている。

子どもに焦点を当てた知見
幼児期の子どもを対象とした調査研究は，片

づけを行う当事者である子どもに焦点を当てた
知見と，子どもの片づけを促し支援する保育者
に焦点を当てた知見に分けて考えることができ
る。まず，保育の現場における片づけの当事者
である子どもに焦点を当てた知見では，子ども
にとって片づけがどのように位置づけられるの
かが述べられている。たとえば，永瀬・倉持

（2011a）は， 3 歳児クラスの観察とクラス担任
の保育者にインタビューを行い，１学期間

（2008年 4 月から 7 月）の登園から一斉活動ま
での時間における片づけ場面での行動の変容，
および遊び場面との関連を検討した。その結
果，遊びから片づけへ移行するための要因とし
て次の二つが示された。一つは，子どもたちが
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片づけの時に遊びを満足して終えられること，
もう一つは片づけに楽しみを見出せていること
である。このことから，遊び場面と生活場面が

「楽しい」というキーワードで心理的に継続し
ていることで，無理なく移行できるということ
と，片づけに取り組む中で，片づけの必要性に
気づき，片づけることそのものに主体的に取り
組むようになっていくことを指摘している。ま
た，永瀬・倉持（2011b）は，集団保育におけ
る生活習慣行動の習得過程を検討するために，
３歳児クラスと４歳児クラスの片づけ場面に
着目し，4 月から 7 月までの時期を縦断的に観
察調査した。その結果，集団保育における片づ
け場面を通してみられた，子どもが生活習慣行
動を習得するプロセスとは，入園や進級当初の
混乱時期に始まり，保育者の援助や指導に加
え，友達が片づけをする姿に影響されながら，
徐々にクラスごとの片づけの方法を習得してい
くものと考えられるということを明らかにし
た。さらに，４歳児クラスの方が自発的に片づ
けを開始することができたり，先の見通しを持
ち自己調整して一人で片づけを行うことができ
ている様子が示されている。このように，子ど
もの年齢による違いに関する知見も保育におけ
る研究の特徴と言える。永瀬・倉持（2013a）
は，就学前の集団保育における生活習慣を体系
的に捉えるために，３歳児クラス，４歳児クラ
ス，５歳児クラスの観察と保育者へのインタビ
ューを行っている。その結果，片づけ時間が始
まってからの行動は，年齢クラスが上がるにつ
れて，片づけ行動が増加し，単独で片づけるこ
とから複数で片づける行動が増加することを示
し，登園後の自由遊びから一斉的な片づけへの
移行場面における各年齢クラスの発達的な様相
を明らかにした。

集団における片づけという視点も保育におけ
る研究において特徴的である。平野（2014）
は，生活の主体者としての子どもの在り方に着
目し，子どもにとっての片づけの意義を探りつ
つ，実際の片づけの展開を明らかにすることを
目的として，3 歳男児の一年間の片づけ場面を
観察・記録した事例について論じている。遊び
を中心とする「わたし」の世界と，みんなの活
動を中心とする「私たち」の世界をつなぐ場面

として片づけを捉え，その双方に価値をおく両
義性の視点から分析を行った結果，片づけ場面
における子どもの変容は，子どもの中に「わた
し」と「私たち」の両側面を育む過程として捉
えられた。その過程には，子どもと保育者・他
児とのさまざまな関わり合いが見られ，子ども
は気持ちの揺れや折り合いを経験していたこと
が明らかになった。このことから，「わたし」と

「私たち」のバランスを図りながら主体的に生
活する 3 歳児の姿に着目することで，片づけ場
面の意義を見直す視点を示唆している。平野・
小林（2015）は，片づけ場面における経験内容
を物との関わりという視点から明らかにしてい
る。3 歳男児の一年間の片づけ場面を観察・記
録し，得られた事例を，占有物・共有物との関
わりの視点から分析した。片づけ場面におい
て，子どもは自分が占有し見立てたり想像した
りしていた物を共有物に戻す過程を経験してい
た。その過程には，占有過程で得られた楽しさ
や物への愛着を基盤に，子ども自ら納得して物
を解体し共有物に戻していく豊かな経験内容が
含まれていた。また他者の創造物を通して他者
の意図を読み取る経験を育む場面としての意義
が明らかになった。

保育者に焦点を当てた知見
片づけを行う当事者である子どもを支援する

立場である大人に焦点を当てた知見では，子ど
もへの関わりかけや支援方法について述べられ
ている。砂上他（2012）は，戸外と室内の片づ
け場面の映像に対する 3 園の保育者の語りを分
析し，幼稚園の片づけ場面の実践知が戸外と室
内という状況による違いを持つことを明らかに
した。ここで述べられている「実践知」とは，
学問的理論や知識の単なる適用ではない，個別
具体的な状況で発揮され更新される実践者独自
の暗黙の知識や思考様式，方略の総体として捉
えられるものと定義しており，片づけは保育者
の実践知が最も発揮される場面の一つであると
述べている。実践知が“状況に応じた”多様な行
動や思考を含むと同時に，年齢や園の違いを超
えた“状況による”一貫した特徴を持つもので
あることを具体的に示した。また，砂上他

（2015）は，幼稚園の 3 年保育 4 歳児の 6 月と
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10月を比較することによって片づけにおける
保育者の実践知の時期による違いを明らかにす
ることを目的とし，園環境や地域性の異なる 3
園を対象に，状況や環境，遊びの内容などが異
なる複数の片づけ場面のビデオ映像に対する保
育者の語りを分析した。本研究の結果が示す時
期による実践知の違いは，片づけを保育者と一
緒に行う段階から子ども自身で行う段階へ，園
生活のルールを保育者の指示によって理解する
段階から子ども自身が理解した上で行う段階へ
という教育課程・指導計画上の流れを反映して
いると考えられると述べている。なお，調査時
期については，一般的に 6 月は進級後の新しい
学年での生活に慣れ始めた時期であり，10月は
1 学期の園生活と夏休みの経験から物や人との
関わりが深まり，運動会を経てクラス意識も芽
生える時期であることから，比較に適している
と考えられる。加えて，6 月よりも10月の方
が，日々の保育の積み重ねにより子どもと保育
者の間の信頼関係がより深まっていることが想
定され，子どもの園生活における安心感や安定
感の違いに影響を与えていると考えられる。生
活環境の変化への配慮は，生活習慣として位置
づけられる片づけを扱ううえでは重要な視点で
あるといえる。

子どもの年齢に関する知見は，保育者に焦点
を 当 て た 研 究 で も み ら れ る。 永 瀬・ 倉 持

（2013b）は，集団保育における一斉的な片づけ
場面に着目し， 3 歳児クラスと 5 歳児クラスの
観察，および担任保育者 1 名へのインタビュー
調査を実施し，子どもたちの様々な状況に対し
て保育者がどのように対応しているのかを検討
した。その結果，保育者は年齢クラスによって
発話や対応が異なっていることが示された。3
歳児クラスでは片づけていない子どもへの声か
けが多く，5 歳児クラスでは片づけている子ど
もへの声掛けが多かった。また，3 歳児クラス
では，子ども片づけ前までの遊びに対する思い
を受け止め区切りを付けさせ，片づけが続くよ
うに手順を教えていた。5 歳児クラスでは，子
どもの遊びが一段落するまで待ち，子ども自身
が遊びを終了させて片づけに切り換えられるよ
うにしていた。これらのことから，保育者は子
どもの年齢や遊びの状態などを見極め，片づけ

行動を引き出したり維持させたりするために
様々な対応をしていることが明らかとなった。
こうした保育者の働きかけによって，子どもた
ちは，自ら気持ちを切り換えて遊びから片づけ
へ自主的に移行できるようになると述べてい
る。箕輪他（2017）は，4 歳児の 6 月の片づけ
場面における時間の制約に伴って生じる葛藤に
対して，保育者がどのような援助を行うのかに
ついて，園の片づけの特徴を踏まえて明らかに
することを目的とし，分析を行った。その結果，
①ほとんどの保育者が，子どもの思いを受容し
たり認めたりした上で，時間に間に合わないこ
とに関わる援助を行うと考えていること，②園
が普段行っている片づけの実態と保育者の援助
方法に関連があること，③園によって時間に間
に合わないことについての援助に特徴があるこ
とが明らかになった。

幼児を対象とした研究の中でも家庭での片づ
けに関する研究は少ない。坂上・金丸・武田（六
角）（2016）は，2 歳児母子を対象に2004・2005
年度と2010・2011年度とで，子どもの従順行
動，不従順行動にいかなる違いが見られるのか
を検討するために玩具の片づけ課題を用いた実
験を行っている。玩具の片づけ課題とは，用意
した玩具で親子に自由に遊んでもらった後，親
子で一緒に玩具を片づけてもらう，という課題
であり，欧米の研究では従順行動，不従順行動
の測定に広く使用されてきた。片づけ行動の経
年変化の背景には，親の日常的な関わりの変化
もあると推測される。母親が子どもを片づけへ
と向かわせるには，玩具を片づけるべき理由や
状況を説明することをはじめ，様々な対応を試
みることが必要がある。情緒面での自立に向け
た親からの働きかけが日常的に少なければ，子
どもが自ら物事に取り組もうとする意欲や，自
分の意識を他者に伝えようとする意欲は育ちづ
らく，親子間の対立や衝突が生じることも少な
くなるだろうと指摘している。

片づけ場面では，遊びを続けたい子どもの欲
求と片づけさせたい保育者の意図との葛藤が生
じやすく，保育者は片づけの実行と次の活動へ
の移行に伴う空間的・時間的見通しを持ちなが
ら，個々の子どもの発達過程も理解して行動し
なくてはならないことが指摘される（砂上他，
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2012）。子どもの発達過程について上述した先
行研究をまとめると次のような特徴が考えられ
る。３歳児は，初めて集団生活を経験し，保育
者や仲間との関係の深まりの中で徐々に生活の
決まりなどを理解していくと考えられ（永瀬・
倉持，2011b），子どもが家庭から離れ集団に入
る際，どのようにして自分の存在を築いていく
のかという視点において興味深い年齢とされる

（平野，2014）。4 歳児は，3 歳児よりも自発的
に片づけを開始することができ，先の見通しを
持ち，自己調整して一人で片づけを行うことが
で き て い る 様 子 が 示 唆 さ れ（ 永 瀬・ 倉 持，
2011b），時間・空間の見通しや他者の心情理
解，仲間と協調・協働など，諸側面の発達が大
きく進む時期であると考えられる（砂上他，
2015）。3 歳児クラス，4 歳児クラス，5 歳児ク
ラスは，年齢クラスが上がるにつれて片づけ行
動が増加し，単独で片づける行動から複数で片
づける行動が増加すると考えられる（永瀬・倉
持，2013b）。こうした発達的特徴を理解した上
で，その子どもに適した関わりや支援を行うこ
とが重要である。また，4 月は新年度の始りで
あり，6 月や 7 月くらいから新しい生活にも慣
れはじめると考えられるなど（永瀬・倉持，
2011b；砂上他，2015），生活環境への配慮も必
要な視点である。より具体的な支援方法として
は，片づけに関しても他の生活習慣の獲得と同
様に「観察」や「模倣」によって少しずつ子ど
もの中に定着していくことになり，期待される
行動や適切な行動を大人が実際にやってみせる
ことは，子どもにとって大切な学びの機会とな
ると指摘している（松田，2006）。ほめること
は，子どもの姿を認めることで，ほめられた子
どもの意欲を高めたり，達成感を共有したりす
るだけでなく，周囲の子どもに対しても片づけ
る意欲を喚起させたり，ほめられた子どもを片
づけのモデルとして意識させたりする意図があ
ると考えられる（砂上他，2015）ことなどが挙
げられる。

幼児期は，子どもが片づけを身につける重要
な時期として，保育の分野では幼児を対象とし
た研究がほとんどである。しかし，片づけは幼
児期のみで完結するのではない。

幼児以降の片づけ
元井・小野寺（2018）は，大学生を対象に質

問紙調査を行い，子どもの頃の「両親の片づけ
要求」および「片づけ態度」がどのように影響
を及ぼしているのかを検討した結果，子どもの
片づけ行動を促すためには，子どもの頃の同性
の親の関わりが重要であることを明らかにし
た。中西他（2006）は，九州地区の小・中・高
校生を対象に自由記述式の質問紙調査を行い，
児童・生徒が自分専用の個室で「維持・管理の
仕方をどう考えているか」など，住生活におけ
る意思決定をする際に何を考えているのかを明
らかにすることを目的とした。その結果，片づ
けて整理・整頓する理由の上位四項目が，①き
れいなになるなど「見た目」，②物の所在がわか
るなど「使いやすさ」，③落ち着くなど「居心
地」，④客に見られるなど「人の目」であること
を明らかにしている。永添・岡（2005a,b）は，
中学生の学校と家庭での片づけ行動の実態を明
らかにし，その関係性について考察を試みると
ともに子どもの自己空間を認知する能力を明ら
かにすることを目的として，九州にある公立中
学校（ 5 校・23クラス）に対して，学級担任と
中学２年生の生徒を対象にアンケート調査を
実 施 し て い る。 ま ず， 第１報（ 永 添・ 岡，
2005a）では，生徒の物に対する意識の低さを
指摘し，制限された空間の中で，自分の持ち物
に対する愛着や関心から，整理整頓について，
自己管理と生活管理を身につけるという姿勢が
大切であると述べている。さらに，第２報（永
添・岡，2005b）では，自分で物が散らかって
いることや，片づけることが必要であると実際
は感じているのにできないことに対して，管理
すべき空間に対する意識の乏しさを指摘してい
る。物体，空間，人間が関係している場面が部
屋の片づけである（伊藤・矢入，2014）という
指摘からも，片づけについて考える上で片づけ
をする空間についての視点は重要である。

中村・今井（2002）は，主に主婦を対象とし
た質問紙調査を戸別訪問により実施し，リビン
グダイニング（以下LDとする）における生活
と対応する物の収納状況を明らかにした上で，
住生活における収納問題を指摘し，収納空間の
あり方を考察した。その結果，収納に関わる生
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活スタイルとして，すっきり片づけておきたい
タイプⅠ，多くの物をきっちり管理する物との
関わりが深いタイプⅡ，整理に消極的なタイプ
Ⅲ，物を置き並べることに価値をおくタイプⅣ
が存在することを示した。また，収納量が足り
ている世帯でも，その64％は収納に困る物があ
り，さらに40％の世帯が“あり場所がわからな
いことがある”としていることから，収納のス
ペースの容量の不足によるものではなく，LD
の収納空間は，整理，片づけに労力をかけない
住み方に対応しうるものであることが重要であ
る。中村・今井（2004）は，屋外物置購入世帯
を対象に調査を行い，その購入経緯や収納状況
を明らかにするとともに，居住者の収納に関わ
る生活スタイルとの関連から，屋外物置の位置
づけやあり方を考察した。その結果，二つの使
い方に対応した屋外物置，すなわち，各種屋外
使用品の専用庫および資源ゴミ保管庫としての
物置と，住宅内の物の保有・処分を決め，管理
を考える上である種拠点となる“第二の納戸”
としての物置，この２系統に区別した屋外収納
のあり方が求められると述べている。中村

（2011）は，戸建住宅を対象とした調査を行い，
新たな収納様式の確立を検討するために，各種
生活用具・用品の収納，出納状況を生活管理の
視点から検証している。また，中村（2013）は，
集合住宅を対象に調査を行い，生活管理の視点
から収納の現状を検証し，現代の住生活におけ
る収納様式の構築を検討している。いずれの研
究においても，定期的な見直し習慣や生活規範
の無い世帯では，空間秩序の問題は大きく，収
納に対する総合評価も低いことが示されてお
り，物を見直すという生活管理の重要性が指摘
されている。生活空間に片づけの視点をおく
と，多くは家庭での片づけ（収納や物の管理）
について検討されている。また，上述した研究
は家族の共有空間であり，個人の片づけと異な
った特徴を持っている。そうした共有空間での
片づけについては，滑田・田村・望月（2017）
が，応用行動分析で用いられるトークンエコノ
ミーを一組の家族（男性１名，女性３名，いず
れも18歳以上）に導入することによって，家族
成員の自発的な片づけ行動が促進されるかを検
討している。その結果，トークンエコノミーの

導入と物理的環境設定によって，片づけ行動が
増加したことが示された。

Ⅲ．発達障害・精神疾患と片づけ
発達障害との関連

発達障害，とくにADHDと片づけられないこ
ととの関連についての指摘は多い。中井・宇野

（2005）は，通常学級担任の「見立て」を支援す
る目的で，子どもの具体的な行動特徴をチェッ
クするリストの作成を試み，その妥当性と信頼
性についての検討を行っている。そのために，
本研究では，学校現場から収集した項目内容を
用いて，行動上の問題が顕在化しやすいと考え
られる小学校低学年を担当する教師を対象とし
た調査を行った。それらの項目の中には，「自分
のロッカー，下足場など決められた場所に片づ
けができない」「整理整頓が苦手で，机の上，机
の中が常に乱雑である」などが含まれる。尾崎・
小林・水内・阿部（2013）は，保育機関におい
て保育者が日々子どもに向き合って参加観察す
る中で評価することができ，保育指導のあり方
を検討するために有効な発達障害のスクリーニ
ング尺度として，幼児用発達障害チェックリス
ト（Checklist for Developmental Disabilities in 
Young Children：CHEDY）を作成した。この
スクリーリング尺度の作成にあたっては，
PDD，ADHD，知的障害を測定する 3 尺度で構
成し，これら 3 つの障害の状況を一度に把握す
ることにより，子どもの様子を的確に捉えるこ
とを目指している。そのうちの知的障害尺度の
項目には，「物を置いたり，片づけたりする場所
を言葉で説明しても分からない。（例えば，「は
さみは棚にあるよ」と言っても分からない）」が
ある。片づけられないことが，発達特性を理解
する一つの指標となっているといえるだろう。
発達障害が背景にある場合，片づけが困難であ
り，どのように支援していくかが重要である。
宇野・福山（2001）は，1997年 4 月から1998
年 3 月までの 1 年間にわたる授業記録を基に，
多動傾向のある小学 2 年生児童女児に対する援
助の取り組みとその結果をまとめている。その
なかの一つの問題行動として「自分の机上や周
囲を整理し片づけることができない（片づけ行
動）が挙げられている。最初から一度にきちん
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と分類させるというのではなく，片づけがした
くなるように，本人の美的センスを満足させる
ような「片づけ箱」を用意したこと，最初はこ
の「片づけ箱」に入れさせ，その後で用途にあ
った分類をさせるという二段階の手順を採用し
たことが効果を持ったと言える。5 月上旬には
完全ではないが自力で片づけができるようにな
ったことが示されている。渕上（2012）は小児
期における発達障害の概要および捉え方につい
て述べており，小学校での生活はADHD児に
とって自己評価を低下させる場面が続くとし
て，その具体例で「自分の持ち物の片づけがで
きない」などのことを指摘している。木内

（2016）は，ADHD，自閉症スペクトラム障害，
学習障害，境界性知的機能を取り上げ，障害の
特徴と大学や職場での困難について記述すると
ともに，各障害に対するコーチングの有効性と
日本における発達障害者へのコーチングに関す
る今後の課題について論じている。そのなか
で，各障害について，その特徴を整理し，高等
教育と職域におけるコーチングの可能性につい
て論じているが，ADHDについては，日常生活
においては，部屋の片づけや家事などを適切に
こなすことが難しくなることなどが指摘されて
おり，不注意や衝動性・多動性から生じる公私
に渡る問題への対処がコーチングの主な役割と
なると述べている。

精神疾患との関連
片づけられないこととの関連が指摘される代

表的な精神疾患として，溜め込み（Hoarding）
が挙げられる。溜め込み症は，実際の価値に関
わらず，物を所有していたいという欲求ととも
に，それを捨てることに関連した苦痛により，
溜め込んでしまう行為と定義される（向井・松
永，2016）。DSM-IV-TRにおいては，強迫症

（obsessive-compulsive disorder；OCD）の症状
として考えられてきたが，DSM-5 ではOCDと
は別の概念として独立することとなった（小
平，2014）。仙波（2007）によると，溜め込み
で見られる「捨てられない」という気持ちは，
捨てるか捨てないかという決断不能や，後でま
た使うかもしれないのに誤って捨ててしまうこ
とに対する恐れ，物に対する過剰で感傷的な愛

着など，ある種の歪んだ認知と見ることもで
き，神経心理学的に検討すると，問題解決能力
や情報処理過程に何らかの欠陥があるとも考え
られる。こうした溜め込み症状の結果，料理や
睡眠など実生活を営むべき空間が物で占拠さ
れ，乱雑となり，火事や棚の転倒などの危険や
健康上の問題などの深刻な生活機能障害が生
じ，時には著しく不衛生な状態となって，患者
のみならず，むしろ家族や隣人に多大な影響を
及ぼす疾患である（向井・松永，2016）。こう
した溜め込み症は，精神医学的診断のつかない
正常な人にも見られることもある（仙波，
2007）。池内（2014）は，web調査により，一
般の人を対象とした「ホーディング傾向尺度」
の作成を試み，溜め込みの原因の一つとして考
えられる，物の人格化に焦点を当て，物の人格
化をアニミズム思考の一面として捉え，アニミ
ズム的思考と溜め込みとの関連について検討し
た。その結果，物への主観的な意味付けがホー
ディング傾向に繋がることが示唆された。本研
究では，日常的な溜め込みに焦点を当てるた
め，生活に支障をきたすほどの溜め込みに限定
せず，量よりも質的な結びつきを強調した定
義，すなわち「何らかの主観的な意味を付与し
ているために，物を溜め込み，処分できない性
向」を溜め込み傾向として規定している。さら
に，池内（2018）は，web調査により，日常的
な溜め込みに着目し，溜め込み傾向と溜め込み
に因る諸問題との因果関係を明らかにした。本
研究では，物に対する過剰な意味付けや執着が
物理的な問題をもたらし，それが精神的な問題
や経済的な問題，ひいては対人関係に軋轢を生
じるといった社会的な問題を引き起こす様相が
確認された。こうした物に対する態度特性と諸
問題，さらには諸問題間の関連性が明示された
ことにより，日常の物に対する接し方を通して
将来起こりうる事態を事前に予測でき，問題を
未然に防ぐことが可能になろうと述べている。
土屋垣内他（2015）は，日本の青年（大学生・
専門学校生）を対象として，欧米における溜め
込み研究の標準的な尺度として使用されている
Saving Inventory-Revised（以下SI-Rとする）日
本語版を開発し，溜め込み傾向を有する日本の
青年の臨床的特徴について検討している。SI-R
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日本語版は，日常生活上の機能障害に対して，
不安，抑うつ．強迫症状では説明しきれない独
自の予測力を持ち得ることが示されたため，溜
め込み症状の重症度評価尺度であると判断され
た。

Ⅳ．情報処理分野における片づけ
情報処理の分野においては，片づけを支援す

るさまざまなツールの作成が試みられている。
大即・澤田・坂東・馬場・小野（2007）は，保
育においてコンピュータを遊具として幼児に提
供する試みをしており，そのうちの一つが片づ
けゲームである。片づけゲームは，健康的な生
活のリズムには欠かせない片づけを楽しく遊び
ながら学ぶことを目的としており，ゲームの背
景に実際の幼稚園の教室の写真を用いることに
より現実世界の教室における片づけとの関連を
自然な形で提供している。幼児にとって身近で
リアルな画像や音色を用いることで，ゲームの
世界である仮想世界で学んだことを円滑に現実
世界へ反映させることの可能性が示唆されてい
る。遊びの一環としてこのゲームを行うこと
で，片づけが楽しい・面白いといった好印象を
幼児に与えることができると考えられる。ま
た，戀津他（2013）は，木製パズルゲーム「ハ
ノイの塔」のルールを踏襲し，乱雑に置かれた
本を大きな順に収納していくios向けパズルゲ
ーム「ハノイの本」を作成している。「ハノイの
塔」のシンプルなゲーム性と本棚の特徴を融合
させ，知的な楽しさと共に整理整頓の快感を提
供するものとされている。いずれもゲームを通
じて片づけを楽しいものと感じる体験を提供す
ることで，実生活での片づけを促すような支援
であると考えられる。伊藤・矢入（2014）は，
思考の整理と実空間上における物体の整理の関
係性や片づけ順序を用いて，片づけが得意な人
と苦手な人の違いを元に片づけが苦手な人を支
援するシステムを提案している。齋藤（2015）
は，大学院生の片づけの自己管理に与えるパフ
ォーマンス・フィードバック（Performance 
Feedback：以下PFとする）の効果を検証する
ために，“片づけ管理システム”と称した記録用
アプリケーションを作成した。ただし，本研究
でのPFの効果は弱いものであり，その理由と

して，記録用アプリだけを介してPFを実施し
たことを挙げている。自己管理にも社会的強化

（人間関係による相互作用）が重要であること
を指摘している。木下・油田・坪内（2013）は，
実際に使用されている研究室を対象として，机
上に放置された工具を片づけるロボットの実現
を目指している。実験環境において，机上に置
かれている物やその位置は常に変化するため，
その中から工具だけを探すのは非常に難しいと
される。そこで，片づけ作業の手順の検討を行
い，保管場所に戻されていない工具のみを探索
することで，実用性を維持したまま探索の難易
度を下げる方法を考案した。古田・寺田・塚本

（2017）は，物理シミュレーションを用いるこ
とにより，引き出し開閉時の物の動きを再現
し，片づけ配置をリアルタイムに評価できるシ
ステムを提案した。郷古・金（2017）は，人間
にテーブルの片づけを促すシステムの実現を目
指し，ロボットによる片づけの促しについて，
実験を通じて検証している。その結果，作業者
の離席時に，テーブルに放置された道具をロボ
ットが落とす排除行動が，作業者の片づけへの
動機付け，および実際の片づけにつながること
が示唆された。個人の部屋は画一的な基準はな
く（伊藤・矢入，2017），片づけるための作業
の定型化が困難である（郷古・金，2015）と指
摘されている。個人の部屋の広さや部屋の中に
置かれている物はさまざまである。そのため，
個々人により空間内の物の配置や片づける対
象，片づける場所が異なれば，片づけの作業方
法も異なってくる。そうした多様な環境に対応
するためには高度なプログラムが必要となる。
しかし，片づけを促すようなアプローチであれ
ば，実現がより簡単になると考えられている。
こうした背景から，片づけ自体を実行するロボ
ットよりも片づけを間接的に支援するツールが
作成されている。

まとめ
本稿では，日本における片づけに関する研究

について，保育・家政学における研究，発達障
害・精神疾患との関連，情報処理分野における
研究の 3 つの観点から概観してきた。

全体を概観して捉えられる研究の動向の特徴
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としては，まず一つ目として，片づけを促すた
めの方策や支援を提案した研究がどの観点にお
いても見られることである。「どうすれば片づ
けられるのか」という視点は，片づけの研究に
おいて中核をなすものだといえるだろう。片づ
けと遊びやゲームを結びつけることで，片づけ
は楽しいという好印象が形成され，片づけの促
進につながるという視点は特に興味深い。今後
は，片づけに対する動機付けについての検討を
行うことで，さらに片づけを促すための方策を
提案できると考えられる。二つ目は，片づけを，
個人を理解するための指標として活用できる可
能性を示唆する研究が見受けられることであ
る。坂上・金丸・武田（六角）（2016）で用い
られた従順行動・不従順行動を測定するための

「玩具の片づけ課題」の他に，教師用の子どもの
行動チェックリスト（宇野，2005），CHEDY

（阿部，2013）なども一部ではあるが，子ども
の発達の状態を理解するために，片づけは指標
となると考えられる。

現状として，片づけに関する研究は保育にお
ける研究が圧倒的に多い。前述したように，幼
児期は片づけを身につける上で重要な時期であ
るが，幼児期で完了するわけではない。就学後
には，より身辺自立と自己管理が求められる。
さらに，近年では，大人の片づけられない問題
も多く指摘されている。幼児期以降の片づけに
関する研究が進められることが望まれる。調査
対象者を拡大する上で，調査対象となる空間も
拡大されると考えられる。しかし，個人の部屋
は画一的な基準はなく（伊藤・矢入，2017），家
庭などの環境では，作業の定型化が困難である
と考えられる（郷古・金，2015）。個々人によ
り空間内の物の配置や片づける対象，片づける
場所が異なれば，片づけの作業方法も異なって
くる。これは，片づけの研究を計画する際にも
大きな課題である。対象が多様化する中で，ど
のような観点でデータを捉えるのか枠組みを構
築することで，片づけに関する研究はさらなる
発展をしていくと考えられる。
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【Abstract】
In this research, we survey the previous research on tidy-up in Japan. From the viewpoint of 

tidy-up in the field of nursing and home economics, relation between developmental disorder, 
mental disorder and tidy-up, assistance for tidy-up in information processing, we reviewed 
overview of each preceding research and discussed trends of research on tidy-up in the future. 
As a feature of trends of research that can be grasped as a general overview, first of all, 
research that suggests measures and support to encourage tidy-up is seen in every aspect. 
It can be said that "the way of "tidy-up" can be said to be the core of the tidy-up study. The 
second is that research that suggests the possibility of utilization as an index for understanding 
individuals can be found. In order to understand the state of development of children, tidy-up is 
considered to be an indicator. As a current situation, many researches in childcare are studies 
on tidy-up. From now on, it is hoped that studies on tidy-up after the early childhood will be 
advanced.
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